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図 1 高山市（行政）における海外戦略部のねらい（江尻氏の発表資料より）　

図 2 高山市（行政）における組織体制（江尻氏の発表資料より）　

2018年4月現在

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

13 回第

「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
インバウ
ン
ド
戦
略
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
独
自
の
取
り
組
み「
戦
略
派
遣
」の
展
開
〜

【
第
1
部
】

江
尻
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
ポ
イ
ン
ト
）

江
尻
英
夫
氏（
高
山
市
東
京
事
務
所
所
長
代
理
）

1
9
9
3
年
高
山
市
役
所
入
庁
。

2
0
1
3
年
4
月
、高
山
市
役
所
か
ら
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）に
派
遣
。

1
年
間
の
東
京
本
部
勤
務
を
経
て
香
港
事
務
所
に
異
動
し
、

香
港
お
よ
び
中
国
広
東
省
に
お
け
る

訪
日
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。

2
0
1
7
年
4
月
、高
山
市
役
所
へ
帰
任
し
海
外
戦
略
部
海
外
戦
略
課
係
長
に
就
任
。

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
現
職
。

G
u
est sp

ea
ker

海外に向けた施策を総合的に推進するため
2011年4月に海外戦略室（現：海外戦略部）を設置

インバウンドの
促進

多様な国際交流の推進

組織体制

東京事務所

海外戦略部

にぎわいの
創出

活力の
創出

郷土愛の創出

情報発信の
充実
受入体制の
強化
魅力ある
観光周遊ルートの
形成など

上記メンバーの中に
総括担当を配置

上記メンバーの中に
総括担当を配置

指揮
命令

指揮
命令

海外販路の
開拓
事業者の
販売活動への
支援
外国人
観光客への
販売環境の
充実など

都市間交流の推進
異文化に接する機会の
提供など

農畜
産業観光

工業商業

文化教育

本庁 国外国内

首都圏
観光庁
JNTO
JETRO

1人
1人
1人

部長
担当監
（係長兼務）
係員
国際交流員

1人
1人

3人
1人

香港
パリ
デンバー

1人
1人
1人

中京圏
中部国際空港 1人

連携 連携連携

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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図 1 高山市（行政）における海外戦略部のねらい（江尻氏の発表資料より）　

図 2 高山市（行政）における組織体制（江尻氏の発表資料より）　

2018年4月現在

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

13 回第

「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
インバウ
ン
ド
戦
略
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
独
自
の
取
り
組
み「
戦
略
派
遣
」の
展
開
〜

【
第
1
部
】

江
尻
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
ポ
イ
ン
ト
）

江
尻
英
夫
氏（
高
山
市
東
京
事
務
所
所
長
代
理
）

1
9
9
3
年
高
山
市
役
所
入
庁
。

2
0
1
3
年
4
月
、高
山
市
役
所
か
ら
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）に
派
遣
。

1
年
間
の
東
京
本
部
勤
務
を
経
て
香
港
事
務
所
に
異
動
し
、

香
港
お
よ
び
中
国
広
東
省
に
お
け
る

訪
日
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。

2
0
1
7
年
4
月
、高
山
市
役
所
へ
帰
任
し
海
外
戦
略
部
海
外
戦
略
課
係
長
に
就
任
。

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
現
職
。

G
u
est sp

ea
ker

海外に向けた施策を総合的に推進するため
2011年4月に海外戦略室（現：海外戦略部）を設置

インバウンドの
促進

多様な国際交流の推進

組織体制

東京事務所

海外戦略部

にぎわいの
創出

活力の
創出

郷土愛の創出

情報発信の
充実
受入体制の
強化
魅力ある
観光周遊ルートの
形成など

上記メンバーの中に
総括担当を配置

上記メンバーの中に
総括担当を配置

指揮
命令

指揮
命令

海外販路の
開拓
事業者の
販売活動への
支援
外国人
観光客への
販売環境の
充実など

都市間交流の推進
異文化に接する機会の
提供など

農畜
産業観光

工業商業

文化教育

本庁 国外国内

首都圏
観光庁
JNTO
JETRO

1人
1人
1人

部長
担当監
（係長兼務）
係員
国際交流員

1人
1人

3人
1人

香港
パリ
デンバー

1人
1人
1人

中京圏
中部国際空港 1人

連携 連携連携

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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〈
参
考
〉『
―
育
て
、磨
き
、輝
か
せ
る
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費

促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』（
公
財
）日
本
交
通
公
社・ぎ
ょ
う

せ
い
、2
0
1
8
年

機
関
誌「
観
光
文
化
2
3
3
号 

特
集
：
外
国
人
観
光
客
の
消

費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」（
公
財
）日
本
交
通

公
社
、2
0
1
7
年

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

【
第
2
部
】

意
見
交
換

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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〈
参
考
〉『
―
育
て
、磨
き
、輝
か
せ
る
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費

促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』（
公
財
）日
本
交
通
公
社・ぎ
ょ
う

せ
い
、2
0
1
8
年

機
関
誌「
観
光
文
化
2
3
3
号 

特
集
：
外
国
人
観
光
客
の
消

費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」（
公
財
）日
本
交
通

公
社
、2
0
1
7
年

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

【
第
2
部
】

意
見
交
換

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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